
栃木県や群馬県、茨城県の 3 県にまたがりケーブルテレビやインターネット接続などの放
送・通信サービスを展開するケーブルテレビ株式会社では、積極的なエリア展開を推進す
るために、自社で保有するグローバルIPv4を有効活用できるCGN（CGNAT）ソリューション
を導入しました。業界における高い実績と、安定稼働の実現性を決め手に採用したのは、
A10 ネットワー クス（以 下、A10）が 提 供 する IPv4 枯 渇 対 策 /IPv6 移 行ソリュー ション

「A10 Thunder® CGN」です。

ビジネス拡大に向けてグローバル IPv4 を確保
安定した移行と運用を実現した「A10 ThunderCGN」

課題： ビジネス拡大に必要なグローバル IPv4 の確保が急務
1987 年に設立され、現在は栃木県・群馬県・茨城県の 3 県にまたがりケーブルテレビやインターネット
接続、電話サービスなどの放送・通信サービスを提供しているケーブルテレビ株式会社。対象とな
る世帯の 36％以上で、同社のサービスが利用され、特に栃木市ではインターネット接続においては
大手キャリアよりも高いシェアを有しています。同社は、ケーブルテレビ業界において、いち早く光ファ
イバ網 (FTTH) を取り入れるなど先進的な取り組みを行っています。

同社は、コミュニティチャンネルやコミュニティFM 局の運営など、地域密着型のビジネスを軸に積極的
な顧客開拓を進めていますが、顧客数の増加にしたがい、インターネット接続時に必要なグローバル
IPv4 アドレスの枯渇が課題となっていました。「数年前からグローバル IPv4 アドレスの在庫を確保す
べくJPNIC へ割振申請しつつ、既存のグローバル IPv4 アドレスを効率よく活用できるCGN の検討も
同時に進めていました」と技術部 課長 日里 友幸氏は当時を振り返ります。

新たにグローバル IPv4 アドレスを手に入れるためには、他事業者から購入する必要があり、安定的
且つ必要なタイミングでの IP アドレス確保は困難です。「購入に比べて既存の IP アドレスを有効活用
できるCGN を活用した方が、安心して営業活動できるのは間違いありません」と同部 技術二課 係長 
石川 英昭氏は CGN を検討しはじめた経緯を語ります。

検証： 安心感につながる業界での圧倒的な実績
同社が CGN を検討する中で目に留まったのは、A10 が提供するIPv4 枯渇対策 /IPv6 移行ソリューション

「A10 Thunder CGN」でした。「比較を進める中で実績も重視しました。業界での集まりでも CGN の
話題がよく挙がりますが、そこで圧倒的に利用されていたのが A10 のソリューションでした」と日里氏
は言います。実際に検討を進めたところ、A10 Thunder CGN と比べて他社のソリューションは初期費
用が高く、実績的にも劣っていたと振り返ります。

顧客名：
ケーブルテレビ株式会社

業種：
放送法に基づく有線一般放送事業、
電気通信事業法に基づく電気通信事業

A10 のソリューション：
A10 Thunder CGN
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• 事業拡大するために、IP アドレスの確保が

急務に

• 既存資産の有効活用による、不安定なグロー
バル IPv4 の調達からの脱却

導入効果：
• CGNAT により、顧客増加による IPv4 アドレス

枯渇を解決

• 100％の可用性で 1 年以上一度も障害発生す
ることのない安定運用を実現

• 動的 IP から固定 IP へのサービス切り替えで
売り上げ向上
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   パフォーマンスは圧倒的に高かった。“
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実績と合わせて同社が CGN に求めていたものは、冗長性や可用性など、安
定した稼働の実現です。「FTTH で 1Gbps を利用するお客さまが多く、CGN
によってレスポンスがボトルネックになることは避けたかったのです。ルー
ター系のソリューションの場合には、NAT が原因でパフォーマンス低下を招
いたりゲーム系のアプリケーションがうまく動かなかったという事例も聞いて
おり、十分に検証する必要がありました」と日里氏は言います。

さらに TCP や UDP のセッション数が十分確保できるか、オンラインゲームな
どを利用する顧客への対策として ALG(Application Level Gateway) 機能に
て、アプリケーションごとに柔軟な NAT 越えが可能かどうかも重要な要件と
して検証が行われました。

同社は実際に本番環境を想定した仮のネットワークにて A10 Thunder CGN
の性能を十分確認した結果、必要な要件を満たしていることに加えて圧倒
的な実績と高い性能、費用対効果を高く評価し「A10 Thunder CGN」の採用
を決定しました。

ソリューション： ハイパフォーマンスでスムーズな IPv4 枯渇対策 /
IPv6 移行を実現する「A10 Thunder CGN」
A10 Thunder CGN は、透過的にアドレスやプロトコル変換を行える、キャ
リアグレードのネットワークゲートウェイ製品です。既存の IPv4 アドレスや
IPv4 ベースのインフラストラクチャーの有効活用を実現し、投資を保護しま
す。IPv6 ネットワークへの移行を実現する豊富な移行技術もサポートしており、
IPv4アドレスを延命しながらIPv6 への緩やかな移行を1 筐体で支援します。

A10 Thunder CGN は、ハードウェアの性能を最大限に引き出す A10 の独自
OS「ACOS*」を搭載しており、大規模セッションの同時接続の高速処理を実
現します。ALG などの機能をサポートしており、既存アプリケーションに影響
を与えずに大容量の多段 NAT 構成をとることが可能なため、信頼性の高い
接続を確立、ユーザーの利便性を損なうことなくIPv4 枯渇対策が可能です。
*Advanced Core Operating System

導入効果： スムーズな移行で事業拡大に不可欠なアドレス確保に成功
現在、A10 Thunder CGN の運用開始から1 年以上経過し、同社のインター
ネット接続サービスを利用する全ユーザーの 1 割弱が A10 Thunder CGN を
利用したシェアードアドレスに移行しています。今後は、既存エリアの一部移
行を継続しながら、新規獲得したユーザーへ A10 Thunder CGN を展開して
いく予定です。

「何かアラートが出た場合は IP アドレスのセッション数を見るぐらいで、日常
的に GUI を触ることなく運用できています。CLI もシスコライクなコマンドラ
インのため操作に困ったことはありません」と運用負荷の軽減にも大きく貢
献している点を日里氏は高く評価してします。「既存のエリアをCGN 化する
際のコンフィグ設定も容易で、GUI からの状況把握も容易になりました。運
用開始から可用率は 100％を維持し、一度も障害が発生していません」。

CGN によりグローバル IPv4 アドレスの効率的な活用が可能になったことは
もちろん、CGN に移行してからも従来と変わらないサービス提供・運用が実
現されています。「お客さまに特別に意識いただくことなく、CGN を通じて
シェアードアドレスに移行することができました。社内でも CGN の勉強会を
行いましたが、特別手順が変わることなく従来通りの運用を維持しています」
と石川氏は言います。これまではグローバル IPv4 アドレスを細切れにして利
用してきましたが、CGN によって大きなサブネットアドレスにて運用可能になり、
ネットワーク機器の負荷も軽減できていると言います。

既存環境からの移行については、DHCP サーバーから払い出す IP アドレスを
制御し、リースタイムを短くすることでシェアードアドレスをユーザーに払い

出す形で行われ、プロビジョニング連携に影響が出ないことを意識し、既存
VLAN にセカンダリーアドレスとしてシェアードアドレスを追加することで、切り
替え作業もサービス自体を止めることなくまた大規模な改修をせずに実施
されました。

なお、CGN を導入したことで、従来動的 IP を利用したサービスに契約してい
たユーザーが固定 IP のサービスに切り替えるケースも出てきており、売り上
げの底上げにも貢献するという副次的な効果も生まれています。「ソース IP
を制御して VPN にて社内接続するようなお客さまの場合、たとえ動的 IP の
サービスでも DHCP サーバー側で同じIP アドレスを払い出すケースがこれま
では多かったのですが、シェアードアドレスとなることで、固定 IP の払い出し
が前提のサービスに乗り換えていただけた企業も複数社出てきています」と
日里氏は想定外の効果だったと語ります。

今後の展開： 通信の見える化や IPv6 への移行も視野に
今後も同社は、既存顧客の CGN 移行はもちろん、A10 Thunder CGN によ
るシェアードアドレスを活用して積極的に新規顧客を獲得していく予定です。 
また、IPv6 への移行についても検討を進めており、「特別にコストをかけるこ
となく、導入済みの製品でIPv6 へ移行を進められるのはとてもありがたい」と
日里氏は期待を込めています。

また、CGN 機能も含む複数の集約型セキュリティソリューションを統合した
セキュリティプラットフォーム「Thunder CFW（Convergent Firewall）」へアップ 
グレードし、L7 通信の可視化や、ファイアウォール機能も活用し、セキュリ
ティを強化していくことも検討しています。

A10 Networks / A10 ネットワークス株式会社について
A10 Networks（NYSE: ATEN）はセキュアアプリケーションサービスにおけ
るリーディングカンパニーとして、高性能なアプリケーションネットワーキ
ングソリューション群を提供しています。お客様のデータセンターにおいて、 
アプリケーションとネットワークを高速化し可用性と安全性を確保しています。 
A10 Networks は 2004 年に設立されました。米国カリフォルニア州サンノゼ
に本拠地を置き、世界各国の拠点からお客様をサポートしています。

A10 ネットワークス株式会社は A10 Networks の日本子会社であり、お客様
の意見や要望を積極的に取り入れ、革新的なアプリケーションネットワーキ
ングソリューションをご提供することを使命としています。
詳しくはホームページをご覧ください。
URL：http://www.a10networks.co.jp/
Facebook：http://www.facebook.com/A10networksjapan

（記載された内容は2019年3月時点の情報です。）
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